
Bil調書様式第三十二

慰霊華大 医 療
｛日本銀行事量廟｝
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ア 対銀行等取引分

ウ ブロ ーカ ー経由

ト 本支店間買聖書l

ラ その俄

イ a ブロ ー カ｝経由

ト 本支店関取引

対銀行等取引分

ス プロ 』73』a闘
i
, 本支店剤取引

" その他

プ プ回 目 泊目経由

本支店間取引

対外支払手産等の聾震に臨する報告書

｛ 年 月 ～ 月分｝

後処法規：外観為者書の取引等の報告に臆する省令
室調書官庁：獄 務 省

親告年月日：
事量 管 者z

氏名又は名事事
及びf壇JI'の民翁
報告審の区分構造分に0)

住所又は所在地
責任者記名押印
又は書名
担当者の氏名｛曾鑑番号｝

n 

1. 盤符 2. 辛の執

fl,伽： aJJ来ドル1

米ドルを対舗とする放軍！ 問を対価とする取引〈米ドルを徐く｝ 怠飽以外の

同 .:z.－ ロ その他遜貧 .:1－ ロ iu· 外’

M�•1;:., オ－�》予’7 ・ ドー その他滋賀 理k 事I 創屋貨世十

f飽λ襲曹0 1 箇膚によ’寵入す尋こと．

（日本産業規格Ａ４）

2 本報告書院、本邦，，の聞辛鍋中に取引を暢絡した対外貨揖手段等の亮買掃の合齢唱H：包λすること．
事 『Jf健審震翁搾旬又怯署名』繍には．報告の提出について愛禍事れ記者が飽,g押印又は署名すること．
4 fアI)トライトJ l:院特定受量産自のr111甥曹』又除r買切曹』の致事I�いい、 r�!l',-:f'J l:は受渡震が島な尋問額通貨の『担I!!> J l: r買い』を岡

崎にif可突盤的にffラ耳陸軍！｛為替I;! !
7

,r�致事I) 1tぴ－�«＞鋼鯛内に異なる通貨硲想定発案文は金剰を交換す器と1:を狗縛徒約定す岳率引｛通貨；，. !7 
z，プ車事I)をいう． fア 9'トライトj Jl

＇

びF論’；，.9，プ司監事IJについてほ詣蔭憲章IR：係畠亮却及び賀入の封筒績の合野舗を忽入し、 r選賀来!7：：，プ
獄事i」については義被取引の約2富田にお付墨書軍定完本編の合制噴置を包入するζと．

5 f対燥野等取扱分」相聞に娘、棒鱒1奇象の2に規定する銀特電【本邦内本支店を徐＜.） A.び，..扇にある蜂持【本語又献支店を含む．》との取苦痛
を鼠入するζ主．

事 『プE一方ー量虐J舗にS章、外国為普プ回一志一 ｛電子プ回 目点 目安官砂．｝を昼貸した取事i粛を内＊するこl:.
1 f本支店鷹取事IJ欄に採、外国にあ畠本店叉肱漢店との取引粛を肉寄す事ζととし、本線内本支店院の取事l粛は露：；，...しないこと．
畢 『その他』舗に除、康容と抑制｜及び織骨等又脚閣にあ畠銀行脚悼の銀行唱幡外掴為響市場におけ吾職務等の取引薦書記入す革ζと．
9 *l<A-以外の通貨について絃来Fルに続害事の晶、記入す畠：. .i:. 
10 本絹静香』主、外国通貨知事制料、督官亭即発演を除いて包λす晶こと．ただし．外冨遍質文斌務行小切手即売貨を除〈ことが寵絡な舗合に棋、これ壷

含めて配7-して差し支えf.t面、


